
月

日
、
東
京
第
二
運

11

28

輸
所
分
会
西
村
隆
行
さ
ん
、

東
京
第
一
運
輸
所
分
会
木
下

和
樹
さ
ん
は
東
京
地
方
裁
判

所
に
、
大
阪
第
二
運
輸
所
分

会
大
谷
川
公
明
さ
ん
は
大
阪

地
方
裁
判
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
（
通
称

「
年
休
裁
判
」
）
を
提
起
し

ま
し
た
。

こ
の
裁
判
は
、
年
休
を
失

効
し
た
、
ま
た
は
年
休
を
申

し
込
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
年
休
を
付
与
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
対
す
る
損
失
を

会
社
に
求
め
た
も
の
で
、
年

休
失
効
の
解
消
と
時
季
変
更

権
の
濫
用
の
中
止
、
そ
し
て

適
正
要
員
の
確
保
を
目
的
に

闘
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、

多
く
の
社
員
が
年
休
を
失
効

し
ま
し
た
。
今
裁
判
に
決
起

し
た
３
名
は
、
年
休
を
失
効

し
た
全
社
員
を
代
表
し
て
の

闘
い
で
す
。

労
働
基
準
法
第

条
は
、

39

使
用
者
は
労
働
者
に
年
次
有

給
休
暇
を
付
与
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
会
社
は
「
業
務

に
支
障
が
あ
る
場
合
は
時
季

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
但
し
書
き
を
悪
用

し
、
時
季
変
更
権
を
濫
用
し

て
き
ま
し
た
。
要
員
が
不
足

し
て
い
る
場
合
は
、
使
用
者

に
は
要
員
確
保
の
義
務
が
あ

り
、
こ
れ
を
怠
る
と
違
法
行

為
に
該
当
し
ま
す
。

同
日
、
東
京
と
大
阪
で
、

「
年
休
裁
判
勝
利
！
総
決
起

集
会
」
を
開
催
し
、
多
く
の

本
部
は

月

～

日
、

11

18

19

名
古
屋
市
内
で
２
０
１
７
年

度
組
合
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

名
の
組
合
員
が
参
加
し
ま

65し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
小
林
委
員

長
は
「
平
和
を
守
る
た
め
、

講
演
で
学
ん
だ
事
柄
を
実
践

に
活
か
そ
う
。
年
休
問
題
を

中
心
と
し
た
職
場
課
題
を
し

っ
か
り
闘
お
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

初
日
は
、
『
新
聞
う
ず
み

火
』
矢
野
宏
代
表
よ
り
、「
ど

う
な
る
？

総
選
挙
後
の
日

本
」
と
題
す
る
平
和
の
課
題

に
つ
い
て
の
講
演
を
受
け
ま

し
た
。
矢
野
代
表
は
、
衆
議

院
選
挙
の
分
析
を
は
じ
め
、

国
内
外
の
政
治
情
勢
、
安
倍

政
権
と
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
が
進

め
て
き
た
戦
略
の
類
似
性
や

憲
法
９
条
改
憲
の
目
的
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、

「
改
憲
阻
止
に
向
け
、
国
民

投
票
で
は
多
く
の
人
た
ち
に

改
憲
に
反
対
す
る
世
論
を
つ

く
る
た
め
に
、
自
分
の
言
葉

で
話
せ
る
よ
う
に
人
間
力
を

高
め
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
幹
線
関
西
地

本
畑
野
書
記
長
よ
り
中
国
平

和
研
修
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
畑
野
書
記
長
は
「

年
20

間
で
、
述
べ
３
１
９
名
の
参

加
者
が
あ
っ
た
。
多
く
の
連

帯
・
友
好
の
絆
を
つ
く
り
出

し
た
」
と
、
成
果
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
木
下
書
記
長
と

柳
楽
法
対
部
長
が
、
年
休
失

効
問
題
を
中
心
と
し
た
職
場

の
課
題
に
つ
い
て
問
題
提
起

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

全
体
討
論
を
行
い
、
活
発
な

発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
和
の
闘
い
、
職
場

か
ら
の
闘
い
を
強
化
す
る
こ

と
が
全
体
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
、
木
下
書
記
長
の

ま
と
め
、
小
林
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
ハ
ー
ロ
ー
で
セ
ミ
ナ

ー
を
終
了
し
ま
し
た
。
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「年休裁判」東西で同時提訴！

組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
結
集
し
ま

し
た
。
集
会
で
、
原
告
と
な

っ
た
３
名
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
東

海
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
企

業
で
年
休
失
効
さ
れ
た
労
働

者
の
た
め
に
も
、
先
頭
で
闘

う
こ
と
が
決
意
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

平和の闘い・職場の闘いを強化しよう！

2017年度組合員セミナー開催

原告の３名（左から大谷川さん、西村さん、木下さん）



静
岡
地
本
は

月

日
、

11

20

静
岡
市
内
で
静
岡
掲
示
物
不

当
撤
去
裁
判
完
全
勝
利
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
集

会
は
、

月
開
催
を
予
定
し

10

て
い
ま
し
た
が
、
台
風
の
た

め
こ
の
日
に
延
期
と
な
り
ま

し
た
。
集
会
に
は
、
本
部
・

各
地
本
か
ら
も
駆
け
つ
け
、

勝
利
の
喜
び
を
共
有
し
ま
し

た
。主

催
者
挨
拶
で
植
松
委
員

長
は
「
こ
の
闘
い
は
、
不
当

な
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
を
許
さ

な
い
闘
い
の
一
貫
と
し
て
、

各
地
本
と
連
帯
す
る
こ
と
か

ら
始
め
た
。
地
労
委
の
闘
い

で
は
、
夜
遅
く
ま
で
新
幹
線

関
西
地
本
の
仲
間
と
共
に
証

人
審
問
の
打
合
せ
な
ど
を
行

っ
た
。
東
京
高
裁
か
ら
苦
情

処
理
会
議
の
実
態
の
調
査
を

求
め
ら
れ
、
全
地
本
で
苦
情

処
理
会
議
の
形
骸
化
と
な
る

証
拠
書
類
を
集
め
た
。
ま
さ

に
、
全
地
本
の
闘
い
に
よ
っ

て
勝
利
し
た
。
共
に
闘
っ
た

皆
さ
ん
に
、
改
め
て
感
謝
す

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
は
、
懇
親
会

で
勝
利
の
美
酒
を
堪
能
し
ま

し
た
。

「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行

委
員
会
」
と
「
戦
争
さ
せ
な

い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
」
が
共

催
す
る
「

・
３
国
会
包
囲

11

大
行
動
」
が

月
３
日
開
催

11

さ
れ
、
全
国
か
ら
４
万
人
の

市
民
・
労
働
者
が
国
会
前
に

結
集
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海

労
は
Ｊ
Ｒ
総
連
の
仲
間
と
共

に
、
新
幹
線
地
本
組
合
員
・

Ｏ
Ｂ
が
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
た
。

大
行
動
に
は
、
主
な
野
党

の
国
会
議
員
、
知
識
人
の
ほ

か
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
共
同

代
表
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
の
国
際
運
営
委
員
で
も

あ
る
川
崎
哲
さ
ん
も
参
加

し
、
核
兵
器
廃
絶
と
憲
法
９

条
の
遵
守
を
訴
え
ま
し
た
。

結
集
し
た
市
民
・
労
働
者

は
、
安
倍
政
権
が
進
め
る
憲

法
９
条
改
悪
反
対
・
戦
争
反

対
の
声
を
、
高
々
と
あ
げ
ま

し
た
。

（２）第３９３号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１７年（平成２９年）１２月１日

本
部
は

月

日
、
会
社

11

20

に
年
末
手
当
の
妥
結
を
通
告

し
ま
し
た
。

本
部
は

月
５
日
、
『
申

10

第

号
』
で
年
末
手
当
３
．

17
５
ヶ
月
、
組
合
員
が
納
得
し

な
い
年
末
手
当
の
カ
ッ
ト
を

や
め
る
こ
と
を
な
ど
を
要
求

全組合員が勝利の喜び
静岡掲示物不当撤去最高裁勝利集会

し
ま
し
た
。
再
申
し
入
れ
を

含
め
、
４
回
の
団
体
交
渉
を

行
い
、
組
合
員
の
切
実
な
要

求
を
交
渉
に
活
か
し
て
き
ま

し
た
。月

８
日
の
第
３
回
団
体

11
交
渉
で
、
会
社
か
ら
３
ヶ
月

分
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

本
部
は
持
ち
帰
り
検
討
し
、

要
求
と
か
け
離
れ
た
回
答
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
『
申
第
23

号
』
と
し
て
再
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

再
申
し
入
れ
に
対
す
る
団

体
交
渉
が

月

日
開
催
さ

11

14

れ
ま
し
た
が
、
会
社
は
組
合

員
の
切
実
な
要
求
を
無
視
す

る
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

本
部
は
、
再
度
持
ち
帰
り
検

討
し
、
第
６
回
執
行
委
員
会

で
、
こ
れ
以
上
の
前
進
は
な

い
と
判
断
し
、
妥
結
を
確
認

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
主
催
の
「
国
鉄

改
革

年
！

鉄
路
の
未
来

30

を
切
り
拓
く

・

シ
ン
ポ

11

23

ジ
ウ
ム
」
が

月

日
、
都

11

23

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
Ｊ
Ｒ
総

連
全
単
組
が
参
加
し
た
ほ

か
、
多
く
の
国
会
議
員
・
秘

書
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

榎
本
委
員
長
は
、
主
催
者

挨
拶
で
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経

営
問
題
の
原
因
は
、
国
鉄
改

革
の
ス
キ
ー
ム
が
崩
れ
た
た

め
。
国
は
低
金
利
・
ゼ
ロ
金

利
政
策
を
進
め
、
何
ら
対
策

を
講
じ
な
か
っ
た
。
国
か
ら

の
リ
ニ
ア
へ
の
３
兆
円
融
資

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
東
海
地
協
第
28

回
定
期
委
員
会
が

月
９

11

Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
よ
り

『
私
た
ち
の
意
思
を
国
民
の

声
へ
！
』
「
崩
れ
た
基
本
計

画
の
是
正
と
運
用
益
の
確
保

策
」
を
求
め
る
た
た
か
い
と

日
、
名
古
屋
市
・
全
労
済
愛

知
県
本
部
会
館
「
ア
ビ
タ
ン
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０

１
７
年
度
役
員
に
、
Ｊ
Ｒ
東

海
労
か
ら
以
下
の
役
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

副
議
長
：
山
田
哲
也
（
名

古
屋
地
本
）
、
植
松
昌
彦
（
静

岡
地
本
）
／
常
任
委
員
：
越

坂
武
（
名
古
屋
地
本
）
／
会

計
監
査
員
：
鈴
木
一
幸
（
名

古
屋
地
本
）

な
お
、
常
任
委
員
の
田
川

裕
之
さ
ん
（
新
幹
線
関
西
地

本
）
は
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

題
し
た
発
表
が
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

議
員
、
新
聞
社
、
労
組
代
表

が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
北
海
道

な
ど
の
鉄
路
を
い
か
に
守
る

か
の
意
見
・
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、
柳
書
記
長
の
ま

と
め
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
終

了
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら
役
員
４
名
選
出

Ｊ
Ｒ
総
連
東
海
地
協
第

回
定
期
委
員
会

28

憲
法
９
条
改
悪
反
対
！

国
会
包
囲
大
行
動
に
参
加

国
は
崩
れ
た
ス
キ
ー
ム
の
是
正
を
！

Ｊ
Ｒ
総
連
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

年
末
手
当
３
．
０
ヶ
月
回
答

再
申
し
入
れ
の
う
え
妥
結


